
市長
　コラム

ワイド版

第 回

経
営
戦
略
と
し
て
の
「
農
業
改
革
」
に
期
待

　

農
業
は
安
芸
高
田
市
に
と
っ
て
主
要
な
産
業
で
あ

り
、
大
切
な
生
活
の
糧
で
あ
り
ま
す
。
政
府
は
日
本

の
農
業
を
守
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
米
価
を
税
に
よ
り
安
定
さ
せ
る
「
食
糧
管
理

法
」、
外
国
米
の
輸
入
に
対
す
る
「
関
税
」、
米
の
生

産
調
整
「
減
反
政
策
」
等
、
様
々
な
施
策
を
通
じ
て

守
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
中
山
間
地
域
の
小
規
模
の
稲
作
農
家
が
救
わ
れ

て
き
た
事
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。
我
が
国
の
農
業
は

手
厚
い
保
護
政
策
に
よ
り
、
あ
る
程
度
守
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
一
方
で
は
農
家
の
農
業
意
欲
の
衰
退
、

コ
ス
ト
意
識
が
無
く
な
っ
た
事
も
ま
た
事
実
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
米
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
野
菜
や
果

実
、
畜
産
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
も
あ
り

ま
す
。

　

我
が
国
の
農
業
産
出
額
は
ピ
ー
ク
時
の
１
９
８
４

（
Ｓ
59
）
年
で
11
・
7
兆
円
、
２
０
１
２
（
Ｈ
24
）

年
で
8
・
5
兆
円
と
大
き
く
後
退
し
ま
し
た
。
特
に

政
府
と
し
て
米
政
策
を
施
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

米
の
産
出
額
は
半
減
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
原
因
は
、

食
の
多
様
化
に
よ
る
米
消
費
の
減
少
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
が
さ
ら
に
農
家
の
米
生
産
に

対
す
る
意
欲
低
下
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
輸
出
は
自
動
車
等
工
業
製
品
が
主
で
あ

り
、
農
作
物
の
割
合
は
わ
ず
か
0
・
8
％
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
日
本
政
府
は
基
本
的
に
、
今
後

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
関
税
を
自
由
化

し
撤
廃
す
る
方
が
日
本
に
と
っ
て
有
利
と
考
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
農
業
が
主
要
な
産
業
で
あ
る
安
芸

高
田
市
と
し
て
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
よ
る
農
産
物
の

関
税
撤
廃
は
賛
成
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国

策
と
し
て
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
中
山
間
地
域

が
生
き
残
る
こ
と
の
で
き
る
、
こ
れ
ま
で
と
は
次
元

が
異
な
る
対
策
を
講
じ
て
、
担
い
手
農
家
と
と
も
に

兼
業
農
家
が
守
ら
れ
、
国
民
の
生
活
が
守
ら
れ
る
抜

本
的
な
「
農
業
改
革
」
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
成
長
戦
略
の
目
玉
と
し
て
、「
農
業
改
革
」

を
掲
げ
、
農
業
分
野
の
規
制
を
緩
和
す
る
改
革
を
決

定
し
、
新
し
い
「
農
業
・
農
村
政
策
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
こ
の
改
革
は
意
欲
あ
る
農
業
経
営
者
が
存
分

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
農
村
の
多
面
的
機
能
を
維
持
し
、
食
料
自
給
率

を
向
上
さ
せ
、「
強
い
農
林
水
産
業
」
と
「
美
し
く

活
力
あ
る
農
山
漁
村
」
の
創
造
を
目
指
し
、
美
し
い

農
山
村
を
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
標
に　

①

農
地
の
多
面
的
機
能
を
支
え
る
「
日
本
型
直
接
支
払

い
制
度
の
創
設
」　

②
需
要
に
応
じ
た
主
食
米
の
生

産
が
行
え
る
よ
う
、
環
境
整
備
を
進
め
る
「
水
田
フ

ル
活
用
と
米
施
策
の
見
直
し
」　

③
意
欲
あ
る
農
業

者
が
幅
広
く
参
画
で
き
る
「
経
営
所
得
安
定
対
策
の

見
直
し
」　

④
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
を
加
速

す
る
「
農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設
」
の
4
つ
の
改

革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
も
う
農
業
は
ダ
メ
だ
」
と

諦
め
ず
、
再
生
に
向
け
て
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
き
っ
か
け
に
、
農
地
の

集
積
を
推
進
し
、
大
規
模
化
を
図
り
、
農
業
生
産
を

高
め
る
一
方
で
耕
作
放
棄
地
の
対
策
を
有
効
に
施

し
、
地
域
全
体
で
農
業
の
効
率
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、農
地
を
企
業
に
貸
し
雇
用
・

経
営
に
参
画
す
る
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
民
間
会
社

の
農
地
の
所
有
を
認
め
、
企
業
参
入
を
促
す
対
策
も

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
と
し
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
の
農
地
は
、
農
産
物
の
生
産
地
の
み

な
ら
ず
、
洪
水
調
節
や
環
境
保
全
の
多
面
的
機
能
を

有
す
る
事
を
国
民
に
Ｐ
Ｒ
し
、
も
っ
と
も
っ
と
若
者

に
中
山
間
地
域
の
良
さ
を
理
解
し
て
頂
き
、
訪
れ
て

頂
き
、体
験
し
て
頂
き
た
い
。
都
市
か
ら
田
舎
へ
Ｕ
・

Ⅰ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
若
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

若
者
に
魅
力
あ
る
安
芸
高
田
市
を
創
生
し
、
多
く

の
若
者
に
帰
っ
て
来
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成26年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

101件

0人

151人

110件

3人

137人

－9件

－3人

＋14人

死 者 数

負傷者数

H26.10末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

　　・運動の重点　○飲酒運転の根絶
　　　　　　　　　○高齢者の交通事故防止

　例年、この時期は、夕暮れ・夜間の交通事故防止
を図るため、車両の運転者に対する「早めのライト
点灯」上向きライトの励行（こまめな切り替え）及
び自転車のライト点灯を促進する運動を展開中です。

　●歩行者の方へ
　　・夕暮れ・夜間は、反射材を活用して、車や自転

車に自分の存在をアピールしましょう。
　　・道路を横断する際は、昼間以上に左右の安全を

確認して横断しましょう。

～ 広島県では、「点ける広島県」
ライト点灯運動実施中 ～
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行楽の時期となり交通量も増加傾向にあります。
緊張感を持った運転に努めましょう。

　振り込め詐欺、パンフレットの送り付けなど警察
や市役所を名乗る電話など詐欺の手口は様々です。
　しかし、犯人が必ずする事は電話での会話です。
　そこで、詐欺電話を100％防ぐには

常に留守番電話にしておく
ということです。
　会話ができなければ、あなたを騙す方法が無くな

ります。録音内容を、後で落ち着いて聞けばよいの
です。落ち着いていれば、人に相談することもでき
ます。
　家族や知り合いなら、途中で受話器をとればいい
のです。

留守番電話を実践して下さい

詐欺電話を100％防ぐ方法

○年末交通事故防止県民総ぐるみ運動が始まります！
　●12月11日（木）から12月20日（土）までの10日間
　　・スローガン　「ゆずりあい　そのやさしさも　お

もてなし」

つ
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